
名古屋講演会のご案内 

2019年の展望 
～ストック調整か中国覇権挑戦か。 
日米株は高圧経済政策継続なら意外高に～ 

日時 
2019年 2月 21日（木） 
16：00 ～ 17：30（受付開始15：00） 

会場 
名古屋銀行協会 4階 403会議室 
 名古屋市中区丸の内2-4-2 
  

講師略歴 

参加料（消費税込み） 
当日会場にてお支払い下さい。 
・無料 
①アナリスト協会 
   CMA、CIIA、一般会員、個人賛    
      助会員、法人会員・法人賛助会 
  員の役職員、 CCMA、 CMA受   
       験生、大学生 
 

②共催・後援団体等 
  共催・後援団体の役職員、日本 
  証券業協会会員の役職員、名証    
  IR懇談会会員企業の役職員 
 

・500円  
  日本証券アナリスト協会PB資格取 
  得者（上記①、②以外の方） 
 

・ 1,000円  
      上記以外の方 
 

共催団体：日本証券業協会 
         名古屋地区協会 
後援団体：  ㈱名古屋証券取引所 

申込方法 
     をクリックし、該当講演会の
「受付中」をクリックして下さい。入力・
送信の上、参加申し込み完了メール
を「参加証」として印刷し、当日は会場
受付に提出して下さい。 
マイページに登録している方（ID・パス
ワード取得者）は、マイページからお申
込み下さい。 
 

問合せ先 
日本証券アナリスト協会 
講演会・セミナー担当 
TEL 03-3666-1515 
FAX 03-5640-4529 
ﾒｰﾙ seminar@saa.or.jp  

木野内   栄治（きのうち えいじ）氏 CMA 
大和証券株式会社  
エクイティ調査部 兼 投資情報部  
チーフテクニカルアナリスト 兼 シニアストラテジスト 
 
 
 

講演内容 

講師 

申込み期限 
2019年 
2月14日（木） 

地 図 

こちら 

申込はこちら 

設備投資循環の日柄や貿易戦争はストック調整を示唆するが、デフレ脱却
時は景気拡大局面が延長する傾向があり、日米の景気拡大局面は設備
投資循環を越えて拡大する可能性もある。中国版プラザ合意を受け入れる
か否かが鍵で、イノベーションやデフレ脱却の可能性が高まる可能性もあるな
ど、長期の経済市場展望を紹介したい。 
 

1988年に大和証券に入社。以来一貫して市場分析業務に従事。各種
アナリストランキングにおいて、2003年から16年連続となる直近まで、市場
分析部門などで第1位を獲得。2009年度景気循環学会 中原奨励賞。
2012年度東洋経済新報社高橋亀吉記念賞優秀賞などを受賞。景気
循環学会の常務理事も務める。共著に『入門の入門 経済のしくみ』、『大
予測!「投資テーマ」別成長業界&企業』など。日経ヴェリタス紙、ロイター日
本語サイトでコラム執筆。ＴＶ東京系列の経済番組・日経プラス１０、日
経ＣＮＢＣ・夜エクスプレスのレギュラーコメンテーター、各種メディアで活躍。 

https://www.saa.or.jp/seminar/news/pdf/nagoya_ginkokyokai.pdf
https://www.saa.or.jp/dc/event/apps/seminar/SeminarShowList.do
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